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水都大阪電気で元気に

今 年 1月 、中小 企業 サ ポー

ト隊が八尾市 の長瀬 川 で実

施 したマ イ ク ロ水力発 電 の

実証 実験 (同隊提 供 )

小
川
や
用
水
路
の
水
流
で
水
車
を

回
し
、
発
電
す
る

マ
イ
ク

ロ
水
力
発

電
の
活
用
方
法
を
探
ろ
う
と
、
大
阪

府
内
の
中
小
企
業
な
ど
１０
社

・
団
体

が

「
な
に
わ
の

マ
イ
ク

ロ
水
力
発
電

を
考
え
る
会
」
を
結
成
し
た
。
わ
ず

か
な
発
電
量
だ
が
、

「水
の
都
」
大

阪
に
合

っ
た
発
電
方
式
や
電
力
の
用

途
を
来
年
春
に
ま
と
め
る
予
定
だ
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
は

一
般
的
に

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
「考
え
る
会
」
出
力
が
１
０
０

ロ
キ
〕
ッ
以
下
と
定
義
さ

れ
、
環
境
省
の
試
算
で
、
全
国
で
計

３０
万
古
ロ
ッ
を
発
電
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
大
阪
は
水
が
豊
富

だ
が
、
平
野
が
多
く
、
流
れ
が
緩
や

か
。

「発
電
量
が
小
さ
く
採
算
が
合

わ
な
い
」
な
ど
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
を

た
め
ら
う
中
小
企
業
が
少
な
く
な
か

っ
一々に
。

元
企
業
経
営
者
や
メ
ー
カ
１
０
Ｂ

で

つ
く
る
同
府

八
尾
市

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
隊
」
が
今
年

１
月
、
府
内
の
川
や
用
水
路
で
、
水

車
を
使

っ
て
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の

実
験
を
実
施
。
衛
路
灯
な
ど
に
利
用

可
能
な
１０
～
２‐
）
の
電
力
が
発
電
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
問
い
合
わ

せ
が
相
次
ぎ
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
浜
田

典
弥
理
事
長
が

「技
術
や
経
験
を
持

ち
寄
り
、

『
水
の
都
』
に
ふ
さ
わ
し

い
発
電
を
考
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。先

月
２９
日
に
大
阪
市
内
で
初
会
合

を
開
き
、
機
械
加
工
会
社
や
環
境
団

体
な
ど
が
参
加
。
互
い
の
実
験
施
設

を
訪
間
し
合
う
こ
と
な
ど
が
決
ま

っ

た
。同

会
メ
ン
バ
ー
で
携
帯
型
マ
イ
ク

ロ
水
力
発
電
機
を
研
究
す
る
青
木
曇

明

・
関
西
外
国
語
大
教
授

（
環
境
科

学
）
は

「発
電
量
が
小
さ
く
て
も
、

携
帯
電
話
の
充
電
や
、
防
犯
灯
な
ど

の
用
途
が
考
え
ら
れ
る
」
と
期
待
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
サ
ポ
ー
ト
隊
（
０

７
２

・
９
９
１

・
６
８
１
１
）
。

【吉
田
卓
矢
】


